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特集

「安全・安心な水道」、
「次世代につなぐ水道」を築くために

　岡谷市の水道は、大正末期より整備されはじめ、合併や人口増加、市街地の
拡大に合わせ、統合、拡張などを経て、現在に至っています。
　その間、都市の生活衛生と工業化を支え、市民生活にも企業活動にも欠くこと
のできない社会資本として、受け継がれてきました。事業開始から１世紀近くが
たち、当時の設備も一部残るなか、施設の維持管理、事業の効率化・合理化、
さらには今後の社会の変化に合わせた備えなど、さまざまな課題も抱えています。
　このような課題の解決に向けて、市は「岡谷市水道事業基本計画」を策定し、
計画に基づいた施設整備を行うために、7月1日から水道料金を改定します。
　わたしたちが毎日、何気なく使っている水道は、先人が築き、時代とともに受
け継がれてきた貴重な財産です。将来に向けて継続、発展させていくために何
が必要で、何をすべきか、歴史を振り返りながら、一緒に考えてみましょう。

岡谷配水池
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おかやの水道の歴史
　岡谷市内に水道が敷設され始めたのは大
正末期からです。それまでは、家庭で使わ
れる飲料水や生活用水は、井戸水や汐

せぎ

水、
清水などの湧水がほとんどでした。

　昭和30年には、湊村合併に伴い小
坂水道を、昭和32年には長地村合併に
伴い長地水道を、昭和33年には小井川
水道、岡谷水道、湊水道を、さらに昭
和43年に川岸水道をそれぞれ岡谷市上
水道に統合しました。その後、人口増
加や市街地の拡大に合わせて、拡張事
業などを行い、現在に至っています。

　今井区では、飲料水として汐
せぎ

水や井
戸水を利用していましたが、渇水期に
は水の確保が難しいことから、昭和26
年に水道の敷設を市に要望し、市が水
道敷設を実施することとなりました。こう
して岡谷市営水道が昭和27年10月に
発足しました。

　昭和23年の時点では、小井川水道
（小井川全域）、平野村湊村水道組合
（小尾口・下浜・西堀・小口・間下・
湊花岡）、岡谷水道（岡谷・新屋敷・
上浜全域）、川岸水道（三沢・橋原・
新倉）が給水していましたが、水道の
普及率は、当時の岡谷市全戸の40％
にも及びませんでした。

　昭和初期には、西堀や小口、間
下地区が平野村湊村上水道組合か
ら、岡谷地区が新屋敷、上浜地区と
ともに水道施設の築造を行い、それ
ぞれ給水を始めました。

　大正末期には、小井川地区が現在の小
井川浄水場の場所に配水池などを築造し、
小尾口、下浜地区は湊村の花岡地区と共同
で、川岸水道は、三沢区を主として橋原、
新倉および岡谷の工場地帯の一部を給水区
域として、それぞれ給水を始めました。

　大正期に入り、製糸業がますます発
展するとともに人口も増加し、飲料水や
工業用水の需要が増えてきたことから、
水道敷設の要望が高まってきました。 大

正

昭
和

平
成

滝ノ沢水源地（昭和2年建設）
近代化産業遺産

岡谷配水池（昭和3年建設）

小坂水源地

小井川水源地
配水池
（大正14年建設）

小井川水源地
ろ過池
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課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
て

　

現
在
、
全
国
の
水
道
事
業
は
、
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
や
、
給
水
人
口
の
減
少
、
大
地
震
へ
の
備
え

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
施
設
の
更

新
や
効
率
化
、
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
は
避
け
て
通

れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
岡
谷
市
の
水
道
事
業
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
、平
成
27
年
３
月
に
、こ
れ
か
ら
50
年
先
で
も
、

安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
道
事
業
を
継
続
す
る
た

め
に
、
施
設
を
再
構
築
す
る
こ
と
な
ど
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
取
り
組
む
事
柄
を
整
理
し
た「
岡

谷
市
水
道
事
業
基
本
計
画
」
を
策
定
。
続
い
て
、
基

本
計
画
を
実
施
に
移
す
た
め
の
、
具
体
的
な
財
政
運

営
計
画
と
、
数
多
く
の
水
道
施
設
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
投
資
計
画
を
検
討
し
た
、
実
施
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

自
然
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
へ
…

「
岡
谷
市
水
道
事
業
基
本
計
画
」

50
年
先
を
見
す
え
て
、
水
道
施
設
の
再
構
築
・
更
新
・

耐
震
化
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

老
朽
化
が
進
ん
だ
配
水
池
な
ど
の

施
設
を
更
新
し
、

災
害
に
強
い
配
水
体
系
に
し
ま
す

◎
岡
谷
市
の
主
要
な
配
水
池
で
あ
る
小
井
川
配
水

池
、
岡
谷
配
水
池
、
川
岸
配
水
池
、
花
岡
配
水
池

は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
整
備
さ

れ
た
も
の
で
、
す
で
に
90
年
余
り
使
用
し
て
い
て
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
配
水
池
を
、

（
新
）小
井
川
配
水
池
、（
新
）橋
原
配
水
池
、（
新
）

小
田
井
配
水
池
と
し
て
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、

耐
震
化
を
図
り
、
地
震
な
ど
に
よ
る
被
害
を
軽

減
し
ま
す
。
配
水
池
容
量
が
不
足
し
て
い
る
箇
所

は
、
更
新
に
あ
わ
せ
て
配
水
池
容
量
を
確
保
し

ま
す
。

◎
現
在
、
旧
市
内
を
中
心
に
岡
谷
市
の
３
分
の
１

の
地
域
で
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
配
水
を
し
て
い
ま
す

が
、
災
害
な
ど
で
停
電
が
起
き
る
と
、
ポ
ン
プ
が

止
ま
り
配
水
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
形
の
高
低
差
を
利
用
し
た
自
然
流
下
方
式
で

配
水
す
る
方
式
に
改
め
、
停
電
な
ど
の
緊
急
時

で
も
、
継
続
し
て
配
水
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◎（
新
）小
井
川
配
水
池
へ
は
、
市
内
４
つ
の
水
源
か

ら
水
を
送
り
ま
す
。（
新
）
片
間
町
送
水
ポ
ン
プ

場
を
築
造
し
、
片
間
町
水
源
、
東
堀
水
源
、
河

原
口
水
源
、
宗
平
寺
水
源
の
水
を
（
新
）
小
井
川

配
水
池
へ
送
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
井
戸
は
整
備
の

進
捗
に
あ
わ
せ
、
順
次
耐
震
化
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。

◎
電
力
や
機
械
を
使
用
し
て
配
水
す
る
施
設
を
、

自
然
流
下
方
式
と
す
る
こ
と
で
、
整
備
後
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

川岸配水池
●配水池容量…1,564㎥
　（25ｍプール4.3杯分）
●大正14年（1925年）建設
　（建設後91年経過）
●鉄筋がないコンクリート構造物

小井川配水池
●配水池容量…1,278㎥
　（25ｍプール3.6杯分）
●大正14年（1925年）建設
　（建設後91年経過）
●鉄筋がないコンクリート構造物

花岡配水池
●配水池容量…1,278㎥
　（25ｍプール3.6杯分）
●大正14年（1925年）建設
　（建設後91年経過）
●鉄筋がないコンクリート構造物

岡谷配水池
●配水池容量…1,660㎥
　（25ｍプール4.6杯分）
●昭和3年（1928年）建設
　（建設後88年経過）
●鉄筋がないコンクリート構造物

長年働き続けている岡谷の配水池
※25ｍプール＝360㎥
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問
合
せ
●
水
道
課（
内
線
１
４
１
１
）

◎
施
設
や
水
源
の
不
測
の
事
故
や
、

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
な
ど
で

も
、
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
が

で
き
る
よ
う
に
、
水
源
水
量
の
増

加
や
送
水
場
の
新
設
な
ど
に
よ
り

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
強
化
し
ま

す
。

病
院
、
避
難
所
な
ど
へ
の

重
要
管
路
に
つ
い
て

耐
震
化
を
進
め
ま
す

　

人
命
の
安
全
確
保
の
た
め
、
災
害

対
策
本
部
や
病
院
、
避
難
拠
点
な
ど
、

給
水
優
先
度
が
特
に
高
い
施
設
へ
の
基

幹
管
路
の
耐
震
化
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
主
要
な
水
源
配
水
池
な
ど
の
耐

震
化
も
行
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
改
定

　

水
道
事
業
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
に
よ
っ
て
運

営
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
前
回
水

道
料
金
を
改
定
し
た
平
成
11
年
度
と

27
年
度
の
状
況
を
比
べ
る
と
、
給
水

人
口
は
10
％
、６
３
０
０
人
の
減
、
水

道
料
金
収
入
は
20
％
、
２
億
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
、
基
本
計
画
に
掲
げ
た
施
設

整
備
を
着
実
に
行
う
た
め
に
は
、
国

の
補
助
金
や
借
入
金
の
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
蓄
え
て
き
た
資
金
を
使
っ
て
も
、
な

お
不
足
す
る
分
を
水
道
料
金
で
ま
か

な
う
必
要
が
あ
り
、
７
月
１
日
か
ら
水

道
料
金
を
、
平
均
で
９
・
７
％
引
き
上

げ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
将
来
に

わ
た
り
、
人
が
住
み
続
け
る
ま
ち
の

基
盤
で
あ
る「
安
全
・
安
心
な
水
道
」、

「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
水
道
」
を
築
く
た

め
に
、
こ
の
事
業
の
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
料
金
改
定
に
つ
い

て
も
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

計画実施後

凡例
新施設

（新）鮎沢配水池 （新）小田井配水池

（新）橋原配水池

（新）除ケ入配水池 （新）一ノ沢減圧槽（新）一ノ沢減圧槽

（新）滝ノ沢配水池（新）滝ノ沢配水池

（新）湯殿山配水池（新）湯殿山配水池 出早第1水源出早第1水源

東堀水源東堀水源

河原口水源河原口水源

川岸第２水源川岸第２水源

花岡水源花岡水源

塩嶺水源塩嶺水源

樋沢水源樋沢水源
内山水源内山水源

出早第2水源出早第2水源

（新）小井川配水池（新）小井川配水池

（新）片間町送水ポンプ場（新）片間町送水ポンプ場

自然流下による配水
自然流下による配水の区域
岡谷市給水区域

水源（9）
配水池（8）
ポンプ室（2）
分水槽（3）

圧送ポンプ（1）
減圧弁（17）
減圧槽（6）

現　状

凡例
駒沢加圧ポンプ駒沢加圧ポンプ

夏明加圧ポンプ夏明加圧ポンプ

鮎沢加圧ポンプ鮎沢加圧ポンプ

三沢旧道加圧ポンプ三沢旧道加圧ポンプ

赤羽加圧ポンプ赤羽加圧ポンプ

大門送水ポンプ大門送水ポンプ

岡谷配水池岡谷配水池

御用地配水池御用地配水池

今井配水池今井配水池

小井川第一水源小井川第一水源

小井川第二水源小井川第二水源

片間町水源片間町水源

宗平寺水源宗平寺水源

東堀水源東堀水源

河原口水源河原口水源

鮎沢増圧ポンプ鮎沢増圧ポンプ

小田井増圧ポンプ小田井増圧ポンプ

小坂増圧ポンプ小坂増圧ポンプ

小田井水源小田井水源

方久保水源方久保水源

大洞沢増圧ポンプ大洞沢増圧ポンプ

圧送による配水の区域
自然流下による配水の区域
岡谷市給水区域

ポンプ
配水池
ポンプによる配水

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ Ⓟ
Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ Ⓟ

Ⓟ Ⓟ

Ⓟ
Ⓟ

Ⓟ
Ⓟ ⓅⓅ

Ⓟ
Ⓟ


